
作成日：2023年6月１日



東洋羽毛工業のマスコットキャラクター 『ピヨ丸』です。
僕が説明していくピヨ
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環境経営方針

東洋羽毛工業株式会社は事業活動の過程で発生する環境負荷を
認識することで、地球の豊かな自然を次世代に伝えられるように

地球環境にやさしい企業を目指します。
そのためには、従事者一同が環境問題の基礎知識を高め、

循環型社会の構築に向けた活動と地球温暖化を
防止する活動を継続的に取り組むため、以下の方針に基づいた活動を続けます。

１．省エネ（電気、燃料）を推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。

２．廃棄物の分別、リサイクルを積極的に実施し、廃棄物の削減に取組みます。

３．化学物質の適正管理に努めます。

４．節水に努め、水使用量を削減します。

５．環境に配慮した素材を積極的に使用した商品開発を行います。

６．耐久性があり、ライフサイクルの長い商品開発を行います。

７．リサイクル事業を推進し、環境負荷を軽減する取り組みを行います。

８．環境に関する法規等を遵守します。

９．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

１０．全社員に環境教育を行い、環境保全の意識を向上させます。

2022年4月1日 制定
東洋羽毛工業株式会社

代表取締役 永岩 謙一
1



会社概要

商号 東洋羽毛工業株式会社（TUK）

本社 〒252-0206
神奈川県相模原市中央区淵野辺2-26-5 TEL：042(750)9500（代）

相模原工場 〒252-0206
神奈川県相模原市中央区淵野辺2-26-5 TEL：042(753)2100（代）

白河工場 〒961-8031
福島県西白河郡西郷村大字米字椙山9-33 TEL：0248(25)5553（代）

従業員数 128人

創業 1950年（昭和25年）4月

設立 1954年（昭和29年）8月10日

資本金 1000万円

代表取締役社
長

永岩 謙一

事業内容 羽毛製品の製造・販売
羽毛素材及び羽毛素材の利用に関する研究・開発
羽毛素材を利用した製品の企画・製造・販売
毛皮及び皮革製品の販売、医療機器の販売
健康・睡眠に関する製品の製造・販売
羽毛ケラチン・ケラタイド®の製造・販売

羽毛ふとんを中心とし
た寝具の製造販売を
行っている会社です
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主な事業紹介

羽毛ふとんの製造・販売事業

東洋羽毛は、各都道府県の医療・福祉施設などで許可を
いただき、営業社員が直接職場に伺う「職域販売」というシ
ステムをとっています。お客様とお話して、一人ひとりの生活環
境に適した商品をご紹介しています。
また、ホテルや旅館をはじめとした宿泊施設や、医療・福祉
施設等に業務用寝具を納入しています。高品質な羽毛製
品はもちろん、合繊寝具やベッド・カバー類等お客様のニーズ
に合わせた幅広い提案を行い、全国各地の有名ホテルや病
院等でご使用いただいております。

羽毛再生事業

羽毛は耐久性に優れており、その使用や活用を一世代
や一回限りの商品で終わらせてしまうには「もったいない」素
材です。東洋羽毛では不要になった羽毛ふとんを引取りし
て羽毛を取り出し、東洋羽毛独自の精製工程を経た羽毛
をLinkDownとして主にアパレル製品の素材に活用してい
ます。

羽毛ケラチン事業

毛髪や爪、皮膚に含まれるケラチンタンパク質。東洋羽毛
では、羽毛の有効利用を促進するため、東京農工大学と
共同研究を行い、水鳥羽毛由来の「加水分解ケラチン」の
製造に成功しました。そして、羽毛ケラチン製造方法の国内
特許「第4707154号」を取得し、「ケラタイド®」として商標
登録を行いました。「ケラタイド®」は化粧品原料として処方
され、ヘアカラーや白髪染め、パーマなどによるダメージ予防
のヘアケア剤として主に美容院・理容室で高い評価を得てい
る他、用途が広がっています。
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6

エコアクション21組織図

代表取締役社長
永岩 謙一

環境管理責任者
宮澤 広志

EA21事務局

本社
部門責任者

相模原工場
部門責任者

白河工場
部門責任者

従業員 従業員 従業員
ケラチンプラント

従業員

本社と相模原工場
は神奈川県

福島県の白河工場の
中にケラチンプラン
トがあります。

組織 役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な経営資源を明確にし、適切に配分
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境活動の取組結果や遵守評価の確認と代表者への報告
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

EA21事務局 ・環境に対する活動の取りまとめ
・環境活動の実績集計・報告
・環境管理責任者の補佐
・環境活動レポートの作成

全従業員 ・環境方針の理解と環境経営への取り組み。重要性の自覚と実行及び参画
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環境経営目標

基準（実績） 年度目標 中期目標

2021年度(2021年4月
～2022年3月）

2022年度(2022年4月
～2023年3月）

2023年度
(2023年4月
～2024年3月）

2024年度
（2024年4月
～2025年3月）

１．二酸化炭素排出量の削減

（排出量）
（排出量）
１％減

（排出量）
2％減

（排出量）
3％減

868,805
kg-CO2

860,118
kg-CO2

851,429
kg-CO2

842,741
kg-CO2

２．電力使用量の削減
（使用量）

（使用量）
１％減

（使用量）
2％減

（使用量）
3％減

1,177,027
kWh 

1,165,256
kWh 

1,153,486
kWh

1,141,716
kWh

３．A重油使用量の削減
（使用量）

（使用量）
1％減

（使用量）
2％減

（使用量）
3％減

107,000
L

105,930
L

104,860
L

103,790
L

４．廃棄物排出量の削減 （排出量）
（排出量）
１％減

（排出量）
2％減

（排出量）
3％減

一般廃棄物
（段ボールのみ）

28,970
kg

28,680
kg

28,391
kg

28,101
kg

産業廃棄物

164.0
m3

162.4
m3

161
m3

159
m3

16.40
t

16.24
t

16.07
t

15.91
t

５．水使用量の削減

（使用量）
（使用量）

1％減
（使用量）

2％減
（使用量）

3％減

222,773
m3

220,546
m3

218,318
m3

216,090
m3

６．化学物質の適正管理 （使用量）
（使用量）
現状維持

（使用量）
現状維持

（使用量）
現状維持

環境経営計画

基準は2021年度実績としました。
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【購入電力の二酸化炭素排出係数】
●本社、相模原工場
2021年4月～2023年1月 九州電力0.371kg-CO2/kWh
2023年2月～3月 東京電力パワーグリッド0.445kg-CO2/kWh
●白河工場、ケラチンプラント
2021年4月～2023年3月 東北電力0.522kg-CO2/kWh



項目 単位 2022年度 2021年度

二酸化炭素排出量 ｋｇ－CO2 983,297 868,805

電力 ｋｇ－CO2 564,594 554,753

A重油 ｋｇ－CO2 387,530 289,970

ガソリン ｋｇ－CO2 11,421 8,044

灯油 ｋｇ－CO2 1,230 1,362

LPG ｋｇ－CO2 18,522 14,676

廃棄物排出量 ｋｇ 46,240 45,370

ｍ３ 135 164

一般廃棄物
(段ボールのみ）

ｋｇ 25,200 28,970

産業廃棄物
ｍ３ 135 164 

ｋｇ 21,040 16,400 

水使用量 ｍ３ 223,585 222,773 

主な環境負荷の実績

二酸化炭素
排出量削減

電力使用量
削減

A重油使用
量削減

一般廃棄物
の削減

産業廃棄物
の削減

水使用量の
削減

化学物質の
適正管理

目標 前年比1％減 適正管理

数値目標
860,117
㎏-CO2

1,165,256
kWh

105,930
ℓ

28,680
㎏

162.4ｍ３

/16200㎏
220,546
ｍ３ ー

実績
983,297
㎏-CO2

1,188,947
kWh

143,000
ℓ

25,200
㎏

135ｍ３

/21,040
㎏

223,585
ｍ３ 適正管理

目標比
113.2

%
102% 134%

87.9
%

83.1％
/129.9％

101.4
％

ー

評価
（実数） ✖ ✖ ✖ ◎

◎
/✖ ✖ ◎

評価
（原単位） ✖ ✖ ✖ ◎

◎
/✖ ✖ ー

目標取組結果

原単位は売上高を事業規模データとして採用しました。
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1. 電力使用量の削減

ｋWh

kWh 目標 実績
達成

（実数）
達成

（原単位） 主な取り組み内容と結果

本社 167,503 168,328 × × ・啓蒙ポスターによる節電意識の向上
・LED照明の導入
・間引き照明の実施
・窓断熱シートの導入を検討したが、費用対効
果から断念。

電気料金の値上げもあり、社員に節電意
識が浸透したが、削減目標は未達成。

相模原工場 223,610 202,776 ○ ○

白河工場 769,877 812,562 × ×

ケラチンプラント 4,266 5,281 × ×

サイト全体 1,165,256 1,188,947 × ×

電力使用量（実数）

2. A重油使用量の削減

ℓ 目標 実績
達成

（実数）
達成

（原単位） 主な取り組み内容と結果

本社 ー ー ー ー ・燃料添加剤を検討したが、費用対効果が
不明のため断念。
・啓蒙ポスターによるエアコン使用削減意識
の向上

羽毛生産量増加の影響が大きく、削減
目標は未達成。

相模原工場 ー ー ー ー

白河工場 99,000 133,000 × ×

ケラチンプラント 6,930 10,000 × ×

サイト全体 105,930 143,000 × ×

A重油使用量（実数）ℓ

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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３. 廃棄物量の削減（一般廃棄物・段ボール）

３. 廃棄物量の削減（産業廃棄物）

ｋｇ 目標 実績
達成

（実数）
達成

（原単位） 主な取り組み内容と結果

本社 ー ー ー ー ・啓蒙ポスターによるペーパーレスやシュレッ
ダー、裏紙使用、段ボール再利用の意識
の向上。

今年度は段ボールのみを数値目標に
設定し、削減目標を達成。

相模原工場 17,681 15,780 ○ ○

白河工場 10,999 9,420 ○ ○

ケラチンプラント ー ー ー ー

サイト全体 28,680 25,200 ○ ○

目標 実績
達成
（実数）

達成
（原単位） 主な取り組み内容と結果

本社 81.2m3 67.25m3 ○ ○ ・啓蒙ポスターによるごみの分別の徹底と
削減意識の向上。

白河工場、ケラチンプラントでは生産
量増加の影響が大きく、削減目標は
未達成。廃棄物を削減する製造方
法の検討が必要と思われる。

相模原工場 81.2m3 67.25m3 ○ ○

白河工場 14,450kg 15,670kg × ×

ケラチンプラント 1,780kg 5,370kg × ×

サイト全体
162.4m3/
16,230kg

135m3/
21,040kg

○/× ○/×

㎏

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

50

100

150

200

250

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

m3 kg

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

段ボール廃棄量（実数）

産業廃棄物排出量（実数）
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４. 水使用量の削減

m3 目標 実績
達成

（実数）
達成

（原単位） 主な取り組み内容と結果

本社 1,312 1,606 × × ・啓蒙ポスターによる節水意識向上

ふとんリフォーム点数（本社・相模原
工場）、羽毛洗浄量（白河工場）、
ケラチン製造量（ケラチンプラント）の
増加の影響が大きく、削減目標は未
達成。水の使用量を削減する作業方
法などの検討が必要と思われる。

相模原工場 1,083 1,324 × ×

白河工場 213,593 214,936 × ×

ケラチンプラント 4,558 5,719 × ×

サイト全体 220,546 223,585 × ×

m3

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

５. 化学物質の適正管理

対象化学物質 管理状況 主な取り組み内容と結果

本社 － － ・PRTR制度対象物質について使用量管理。
・白河工場での自主的な年間使用量の報
告。

化学物質の適正管理が行えていた。

相模原工場 ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ=ｸﾛﾘﾄﾞ ○

白河工場 ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ=ｸﾛﾘﾄﾞ ○

ケラチンプラント 4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ安息香酸ﾒﾁﾙ ○

ほとんどの項目で目標を達成できませんでした。主な原
因は羽毛原料の精製に関わるエネルギー消費量増加。
社員の削減意識の向上だけではなく、羽毛製造方法・設

備の見直しなど根本的な対策が必要

水使用量（実数）
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その他の取り組み結果

リサイクル羽毛の販売量増加・ケラチン用原料としてのリサイクル羽毛使用量増加

目標 実績 達成 主な取り組み内容と結果

リサイクル羽毛販売量
増加

対前年比
2000％

対前年比
4600％ ○

展示会等での営業活動などにより、引き
合いが増え、前年を大きく上回る販売量と
なった。

ケラチン用原料としての
リサイクル羽毛使用量

増加

対前年比
100％

対前年比
19％ ×

コロナ禍により、需要が伸びず、生産量が
大きく減少した。

リサイクル羽毛が業
界内で注目されてい
ます。展示会も盛況

でした。
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サスティナブル素材の採用

目標 実績 達成 主な取り組み内容と結果

サスティナブル素材の採用 23箇所 21箇所 ×

自社製品（ハンドウォーマー、アンクルウォー
マー、ネックウォーマー、ローウォーマー）の生
地、糸、羽毛などにリサイクル素材を採用。
のべ21箇所に採用することができたが、目標
箇所は未達であった。

クラウドファンディングのマクアケ用に製造した
“４首ウォーマー”でリサイクル素材を採用したよ。

販売目標を大幅に上回る応援を頂きました。
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環 境 関 連 法 規 等 の 遵 守 状 況 の 確 認 及 び
評 価 の 結 果 並 び に 違 反 ・ 訴 訟 等 の 有 無

環境関連法規への違反はありません。また、関係当局からの指摘及び訴訟
も過去三年間ありません。

適用される法規
適用される事項

（ 施設・物質等 ）

遵守状況

本社 相模原工場 白河工場 ケラチンプラント

水質汚濁防止法 浄化槽 ー ー ○ ○

下水道法 下水道 ○ ○ ー ー

大気汚染防止法 焼却炉 ー ー ○ ー

浄化槽法 浄化槽 ー ー ○ ー

フロン排出抑制法 エアコン ○ ○ ○ ○

PRTR制度 第一種指定化学物質 ー ○ ○ ○

毒物劇物取締法 毒物・劇物 ○ ー ○ ○

廃棄物処理法 一般・産業廃棄物 ○ ○ ○ ○

家電リサイクル法
テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エ

アコン等
○ ○ ○ ○

容器包装リサイクル法 特定容器利用事業者 ○ ー ー ー

消防法
危険物および指定可燃物

の貯蔵
○ ○ ○ ○

騒音規制法 コンプレッサー ー ○ ー ー

振動規制法 コンプレッサー ー ○ ー ー
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次 年 度 の 環 境 経 営 計 画

代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し・指 示

年度目標 数値目標等 本社
相模原
工場

白河
工場

ケラチン
プラント

１．二酸化炭素排出量の削減 対前年比１％削減 ○ ○ ○ ○

２．電力使用量の削減 対前年比１％削減 ○ ○ ○ ○

３．A重油使用量の削減 対前年比１％削減 ー ー ○ ー

４．廃棄物排出量の削減 ー ー ○ ー

一般廃棄物 対前年比１％削減 ○ ○ ○ ○

産業廃棄物 対前年比１％削減 ○ ○ ○ ○

５．水使用量の削減 対前年比１％削減 ○ ○ ○ ○

６．化学物質の適正管理 適正管理 ー ○ ○ ○

７．リサイクル羽毛の販売量増加
対前年比1500％増

加
○ ー ー ー

８．環境への負荷を軽減した精毛方
法の開発

環境負荷軽減
精毛方法の開発

○ ー ○ ー

全体評価

エコアクション21について初めての取り組み年度でした。社員のエネルギー節約の意識がより一層根付き、
目標達成に向けて取り組んでくれました。しかし、結果はほとんどの項目で目標未達成となりました。その主
な原因は基準年となった2021年から本格始動したリサイクル羽毛の販売事業にかかるエネルギー消費量
増加になります。
中古羽毛を再生し、リサイクル羽毛として販売するのですが、羽毛再生（精毛）時に使用する電力、A
重油が再生量に比例して増えてしまいます。社員の節約意識で改善できるものではなく、再生（精毛）
条件を見直すことが必要となります。また、設備面も改善の必要があります。今後もリサイクル羽毛の需要
が伸びていくことが予想されています。リサイクル羽毛を使うことで廃棄される羽毛を減らすことによる二酸化
炭素排出削減だけでなく、より環境負荷の少ないリサイクル羽毛製造に取り組んで参ります。

変更

環境経営方針 不要

環境経営目標・計画 不要

実施体制 不要
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